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国際の先生がハロウィンの日に？（１０月３１日） 朝のホームルームは先生方が

仮装して登場！ 担任の先生方はもちろん、ブラウン先生はウッディに、ス

コット先生もドラキュラに扮して

国際のフロアはハロウィン一色

に！ホームルーム後、

先生方はピロティに勢

揃いして、大撮影会に

なりました！

←スコット先生も加

わって、ジャック・

オー・ランタン作成！

「ＳＵＮＳＵＮフェスタ２０１４」ボランティアに国際の生徒８名が参加しました！（１１月９日）

「社会福祉法人瀬谷はーと」が「せや活動ホーム太陽」（横浜隼人から歩いて１５分ほどのところ

にあります）を主会場に実施しているイベントのお手伝いに、１、２年生の生徒が参加しました。

この施設は成人の障がい者を対象とした通所施設で、このお祭りは地域との交流をかねて毎年行わ

れている催しです。生徒たちは模擬店や体験コーナーのお手伝いをし、フェスタを盛り上げました。

（本校の他に横浜保育福祉専門学校の学生も１０人ほど参加し、全員で３０人ほどのボランティア

が活動しました）

ＪＵＮＫＯ Associaion（明治学院大学の国際協力ＮＧＯ団体）がミャンマーの生徒からの返信を持って来校しました（１１月１２日） ＪＵＮＫ

Ｏの方からミャンマーの高校生の返信を受け取りましたが、今回はミャンマーの生徒に向けて国際の生徒がそろって「ビデオレター」

を送ることにしました。来年の春までに１往復する予定です！

ミャンマーの生徒か

らプレゼントも！

今回もミャンマーの 返事をもらって、しばし 日本では手に入れることができないプレゼント

映像を撮ってきてくれました。 読みふけっています。 をもらって笑顔！

アメリカ語学研修団長団に、研修への抱負を語ってもらいました！（１１月１０日）

１年Ａ組 ○○○○さん（団長） 私は今回、団長になりたくて立候補し、やらせていただくことにな

りました。もしかしたらこの団長の大任をやりたかった方もいるかもしれませんが、その方の分も

一生懸命取り組みたいと思います。安全で、かつ将来に役立つアメリカ研修にするのはもちろんで

すが、やはり「隼人生として、一生に一度のアメリカ研修」ですので、楽しく、そして「またアメ

リカに行きたい」と思える研修にしたいと思っています。そのためにも、副団長の二人、先生方、

国際語科１年のみなさんの協力が必要です。絶対に思い出に残るアメリカ研修にしましょう！

１年Ｂ組 ○○○○くん（副団長）私は一番の主役ではない副団長という役職ですが、団長を支えつつ笑顔を大切に頑張りたいです。

自分から積極的に話しかけたり、自分のためにいい経験が出来るように心がけます。アメリカでは多文化共生の国であり色々な語学

を話せる人がいるので、そういう人とのコミュニケーションも取りたいです。僕がこのアメリカ語学研修に貢献できることは笑顔を

絶やさない、元気を出すムードメーカーになれるということです。最高のアメ研にしたいです。

１年Ｃ組 ○○○○さん（副団長）この度、副団長を務めさせていただきます。昨年、団長をされていた先輩から話を聞いたところ、

副団長はあまり仕事がないということを知りました。ですから、自ら積極的に仕事を見つけて、団長をサポートできるよう全力を尽

くしたいと思います。また、私はもう一人の副団長の○○君や団長の○○さんと違い海外に行くことが初めてなので戸惑ってしまう

こともあるかと思いますが、みんなの手も借りて、お互いに支え合って色々な経験をし、成長して日本に帰ってこられたらいいなと

思います。


